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As a novel N-heterocyclic carbene (NHC) ligand, the synthesis of triazolopyridinylidene was 

studied. We succeeded in the synthesis of triazolopyridinylidenes with an aryl group at the C4 
position and also their palladium complexes. Through the evaluation of their catalytic 
performance, it was uncovered that the synthesized Pd/NHC complex can promote a Suzuki–
Miyaura coupling of chloroarenes and a denitrative intramolecular C–H arylation. 
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N-ヘテロ環状カルベン(N-heterocyclic carbene: NHC)は、高い電子供与能により酸化

的付加を、嵩高い置換基により還元的脱離を促進するため、クロスカップリングの配

位子によく用いられる。イミダゾリリデンやイミダゾリニリデン配位子はその代表例

である。近年ではイミダゾリリデンに電子供与能で勝るとも劣らない NHC としてト

リアゾリリデンやイミダゾロピリジニリデンも開発され、クロスカップリングに適用

した例も報告されている 1)。 
今回、前例のない NHC 骨格としてトリアゾロピリジニリデンに着目した。C4 位に

アリール基をもつトリアゾロピリジニリデン配位子を開発し、そのパラジウム錯体の

合成に成功した。合成したトリアゾロピリジニリデンパラジウム錯体は、塩化アリー

ルの炭素–塩素結合を活性化でき、塩化アリールの鈴木–宮浦カップリングを触媒でき

た。また、本パラジウム錯体を用いると、以前当研究室と中尾らで開発した脱ニトロ

型分子内 C–H カップリングも進行した 2)。 
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